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奥武蔵 峠めぐり Ｎｏ．０１０ 

 

昭和 37年 2月 5日 

恩田から「奥武蔵の峠廻りをしないか？」と誘われた。これが、その後何人かを誘って「例会」と称した集まり

のスタートだった。要するに、人気の少ない時節に比較的有名なコースをのんびりした気分で、誰彼なく誘っ

て出かける、これを「例会」と名付けた。 

池袋から山へ行くのは初めての経験だった。池袋発７時の急行に乗り、吾野着は８時３０分。 

まだ西武秩父線が走っていない時代なので、吾野駅からバスで正丸峠を越えて行かなければならない。 

吾野駅発８時４５分、高麗川の源流へ上り正丸峠を越えて横瀬川に沿って下り、赤谷まで 70分。（８５円） 

赤谷着は 9時 55分、ここはもう海抜 350ｍ。目の前には二子山。すぐに歩き始める。 

最初の登りは丸山（940.6ｍ）、11 時に到着。正面に武甲山の北壁が、奥多摩の川苔山周辺の稜線まで

引き連れてよく見える。そして北西方面に両神山の鋸歯状の稜線も鮮やかに見せて、これだけお膳に並べ

ば昼食にするしかない。第一回目の昼食は 30分間。 

１１時 30 分丸山を出発。大野峠までは１５分ほどのなだらかな尾根歩き。とは言っても２月、尾根の北側に

は雪があり、雪庇のようになっている所もあるので、今日は穏やかだが風が強い所なのかもしれない。 

刈場坂峠（810ｍ）１２時３０分到着、檥（ぶな）峠１３時。この間は稜線が東西に走っているせいか北面の

積雪は 30ｃｍほどあった。日当たりも良いので歩いていて汗が出てくる、２月とも思えぬ暑さ。 

南東に歩き、816.3ｍの三角点があるピークを越えれば飯盛（めしもり）峠、１３時１５分。 

関八州見晴台１３時５０分、二度目の昼食。高山不動尊の奥の院があった所で、海抜 800ｍのなだらかな

山頂は、その名に恥じぬほどの眺望。２０分の休憩の後、黒山三滝を見て行こうということになり海抜 260ｍ

の谷まで下りてみた。１５時４５分、滝に到着したがさほどの驚きのない滝だった。１０分ほど探索して南側の

沢沿いに再び稜線へ戻る。 

傘杉（かさすぎ）峠(海抜 550ｍ)、１６時２５分。再び戻った稜線からは夕暮が近い奥多摩の御前山と大岳

山が鮮やかに見えた。 

さらに下って顔振峠（こうぶりとうげ＊）１６時５５分、もう海抜 500ｍまで下ってきてしまった。 

西側の長沢への谷を下りて吾野駅に１７時４０分に帰着。ここは海抜 185ｍ） 

吾野発１７時５４分の電車で池

袋に戻った。都心からのアクセ

スが良く、しかも山が低いので、

真冬なのにこんな時間まで歩

くことができる。天候が良かっ

たからのことで、雨や雪になれ

ば海抜 700～800ｍ程度の

山でも、様々なアクシデントが

襲いかかってくるので侮ること

はできない。 

のんびり、ゆったりした山歩き

の中で、いくつかの学びもある

旅だった。 

以上 

 

（修正・更新：２０２３年９月） 
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＜Appendix> 

刈場坂峠・・この山行の時代には「かりばさかとうげ」と読むのが主流だったが、２０２３年の情報によると 

   「かばさかとうげ」と読むようになったらしい。また山道が林道化して峠越えの林道に付いた名 

前は「苅場坂林道（かばさかりんどう）で、峠は苅場坂峠（かばさかとうげ）。 

土地の人々の山の暮らしから生まれた名前と想像するが、由来の情報はみつからなかった。 

檥（ぶな）峠・国語辞典などでは「檥（ぶな）」は難読文字として認知されているらしい。 

 「檥（ぶな）」は、「目印にする立木」を意味する言葉らしいので、これも杣人の言葉と思われる。 

飯盛峠・・・この山行の時代には「めしもりとうげ」と言われることが多かったが、２０２３年の情報では「いい

もりとうげ」となっている。峠の北側の 816ｍのピークの形状から生まれた山名と考えられる。 

関八州見晴台 誰がこの名を付けたのか不明。確かに関八州に渡る展望が得られるが、季節と天候次第。 

傘杉峠・・・何か面白い言い伝えがありそうな名前の峠だが、情報は見つからなかった。 

杉の樹形を傘と重ね合わせた名前なのだろうか。 

＊顔振峠・・この山行の時代には「こうぶりとうげ」だったが、1996年に「かあふりとうげ」ということになっ

たらしい。源頼朝が都落ちして奥州へ逃げるときに、この峠で、あまりの絶景に感嘆して何度も

振り返って眺めを確かめたという伝承を聴いた事がある。 

 「冠のように尖った峰があるということから冠嶺（かんむりみね）と呼ばれていた」という史実が

判明し、地元では昔から「かぶりとうげ」「かあぶりとうげ」と呼んでいたこともわかった。 

 その結果、「冠（かんむり）」→「かぶり」→「かーぶり」「かあふり」の変形という説が有力にな

ったということのようである。 

 


